
(57)【要約】

【課題】弾線を強固に結紮し固定することができ、取り

扱いも容易である、矯正歯科治療用埋込具を提供する。

【解決手段】矯正歯科治療用埋込具１０は、埋め込み用

のねじ部１２と、ねじ部１２の基端に結合され、外周面

に互いに平行な少なくとも一対の平面１４ａが形成され

ているヘッド部１４と、ヘッド部１４のねじ部１２とは

反対側１４ｂに配置されたブラケット部１５とを備える

。ブラケット部１５は、ねじ部１２の軸方向３０から見

たときに、ヘッド部１４の外形よりも内側に配置されて

いる。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 埋 め 込 み 用 の ね じ 部 と 、
　 前 記 ね じ 部 の 基 端 に 結 合 さ れ 、 外 周 面 に 互 い に 平 行 な 少 な く と も 一 対 の 平 面 が 形 成 さ れ
て い る ヘ ッ ド 部 と 、
　 前 記 ヘ ッ ド 部 の 前 記 ね じ 部 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト 部 と を 備 え 、
　 該 ブ ラ ケ ッ ト 部 は 、 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 か ら 見 た と き に 、 前 記 ヘ ッ ド 部 の 外 形 よ り も 内
側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 部 に は 、
　 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 延 在 し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と 前 記 ヘ ッ ド 部 と
は 反 対 側 と に 開 口 部 を 有 す る 、 第 １ の 中 心 溝 と 、
　 前 記 第 １ の 中 心 溝 を 挟 ん で 両 側 に お い て 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 の 延 在 方 向 と 略 平 行 に 延 在
し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と 該 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 両 側 と
に 開 口 部 を 有 す る 、 一 対 の 第 １ の 平 行 溝 と 、
　 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 部 に は 、
　 前 記 第 １ の 中 心 溝 の 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 延 在 し 、 該
延 在 方 向 の 両 側 と 前 記 ヘ ッ ド 部 と は 反 対 側 と に 開 口 部 を 有 す る 、 第 ２ の 中 心 溝 と 、
　 前 記 第 ２ の 中 心 溝 を 挟 ん で 両 側 に お い て 、 前 記 第 ２ の 中 心 溝 の 延 在 方 向 と 略 平 行 に 延 在
し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と 該 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 両 側 と
に 開 口 部 を 有 す る 、 一 対 の 第 ２ の 平 行 溝 と 、
　 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 中 心 溝 は 、 断 面 が 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載
の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 代 矯 正 歯 科 治 療 の 主 流 は 、 図 １ に 示 す よ う な マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト 装 置 を 用 い た 治 療 シ ス
テ ム で あ る 。 こ の 装 置 は 、 前 歯 か ら 臼 歯 ま で ほ と ん ど の 歯 に 、 図 ２ に 示 す よ う な ブ ラ ケ ッ
ト を 取 り 付 け 、 最 後 臼 歯 に は チ ュ ー ブ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら ブ ラ ケ ッ ト の 角 溝 （
slot） に は 、 歯 科 矯 正 用 弾 線 す な わ ち 種 々 の 径 の 異 な る 丸 い ワ イ ヤ ー （ round　 wire） や
角 の ワ イ ヤ ー (rectangular　 wire)が 挿 入 さ れ る よ う に な っ て お り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
金 属 製 の 結 紮 線 （ ligature　 wire） や リ ガ チ ャ ー ・ モ ジ ュ ー ル 等 に よ っ て 結 紮 ・ 固 定 さ れ
、 歯 が ３ 次 元 的 に 移 動 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 矯 正 歯 科 臨 床 で は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う な ミ ニ ス ク リ ュ ー （ mini-screw） も
し く は ア ン カ ー ス ク リ ュ ー （ anchor-screw） 等 と 呼 称 さ れ る チ タ ン 製 の ネ ジ を 、 歯 槽 骨 等
の 骨 内 に 植 立 す る 治 療 法 が 開 発 さ れ た 。 こ の ス ク リ ュ ー は ほ と ん ど 不 動 で あ り 、 こ れ を 固
定 源 と す る こ と に よ っ て 、 歯 は あ ら ゆ る 方 向 に 充 分 に 移 動 さ れ る こ と が 可 能 と な り 、 マ ル
チ ブ ラ ケ ッ ト シ ス テ ム の 治 療 法 を 飛 躍 的 に 高 め る 結 果 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の ス ク リ ュ ー （ 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 ） に つ い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ に 開
示 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 １ ０ － ５ ０ ７ ３ ８ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ７ ０ ７ １ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 ウ イ ズ 矯 正 歯 科 の ホ ー ム ペ ー ジ 、 “ 治 療 の 方 法 と 矯 正 装 置 に つ い て ” 、
イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ URL:http://www.withmac.net/appguid/mb/mb.html＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ の よ う な タ イ プ の ミ ニ ス ク リ ュ ー の デ ザ イ ン で は 、 単 に ス ク リ ュ ー ヘ ッ ド 部 分 も し
く は ホ ー ル 部 に 金 属 製 結 紮 線 、 エ ラ ス テ ィ ッ ク モ ジ ュ ー ル 及 び コ イ ル ス プ リ ン グ （ coil　
spring） 等 を 架 け る 機 能 し か 果 た せ ず 、 よ り 正 確 な 方 向 へ の 歯 の 移 動 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ５ の よ う に ス ク リ ュ ー 上 部 構 造 に 角 溝 が 形 成 さ れ 、 矯 正 用 弾 線 を 挿 入 で き る ミ ニ ス ク
リ ュ ー も 開 発 さ れ て い る が 、 歯 に 取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト と 同 程 度 に 、 弾 線 を 強 固 に 結
紮 し 固 定 す る に は 不 十 分 で あ り 、 満 足 で き る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 は 、 そ れ ぞ れ の 形 状 ご と に 固 有 の 態 様 で ワ イ ヤ ー を
結 紮 ・ 固 定 す る 必 要 が あ り 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の タ イ プ に よ っ て ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固
定 す る 態 様 が 異 な る た め 、 取 り 扱 い が 煩 雑 で あ る 上 、 結 紮 ・ 固 定 の 作 業 自 体 も 面 倒 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 実 情 に 鑑 み 、 弾 線 を 強 固 に 結 紮 し 固 定 す る こ と が で き 、 取 り 扱 い も 容
易 で あ る 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 の よ う に 構 成 し た 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 は 、 埋 め 込 み 用 の ね じ 部 と 、 前 記 ね じ 部 の 基 端 に 結 合 さ れ 、 外 周
面 に 互 い に 平 行 な 少 な く と も 一 対 の 平 面 が 形 成 さ れ て い る ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 の 前
記 ね じ 部 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト 部 と を 備 え る 。 該 ブ ラ ケ ッ ト 部 は 、 前 記 ね じ
部 の 軸 方 向 か ら 見 た と き に 、 前 記 ヘ ッ ド 部 の 外 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 は 、 ツ ー ル を 用 い て 回 転 す る こ と に よ り 、 ね
じ 部 を 埋 め 込 む 。 こ の と き 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 は 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の ね じ 部 の 軸 方 向 か
ら 見 た と き に 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の ヘ ッ ド 部 の 外 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ て い る た め
、 ツ ー ル の ソ ケ ッ ト 等 を 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 と 干 渉 す る こ と な く 、 ヘ ッ ド 部 に 嵌 合 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 の 周 囲 に は 略 半 球 状 の 十 分 な 空 間 が 確 保 さ れ 、 結 紮 ・ 固 定 の
作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の ブ ラ ケ ッ ト 部 に 、 ワ イ ヤ ー を 強 固 に 結 紮 ・
固 定 す る こ と が で き る の で 、 よ り 正 確 な 方 向 へ の 歯 の 移 動 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の ブ ラ ケ ッ ト 部 に は 、 歯 に 取 り 付 け る ブ ラ ケ ッ
ト と 同 様 に ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固 定 す る こ と が で き 、 従 来 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の よ う に
矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の タ イ プ ご と に そ れ ぞ れ 異 な る 特 別 な 態 様 で ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固 定
す る 必 要 が な い 。 上 記 構 成 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 に ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固 定 す る 操 作 は 、
歯 に 取 り 付 け る ブ ラ ケ ッ ト に ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固 定 す る と い う 習 熟 し た 操 作 に 統 一 さ れ る
た め 、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 具 体 的 な 態 様 は 、 例 え ば 、 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 部 に は 、 第 １ の 中 心 溝 と 一 対 の 第 １ の 平 行 溝 と が 形 成 さ れ て い る 。 前 記
第 １ の 中 心 溝 は 、 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 延 在 し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と
前 記 ヘ ッ ド 部 と は 反 対 側 と に 開 口 部 を 有 す る 。 前 記 一 対 の 平 行 溝 は 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 を
挟 ん で 両 側 に お い て 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 の 延 在 方 向 と 略 平 行 に 延 在 し 、 該 延 在 方 向 の 両 側
と 該 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 両 側 と に 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 、 リ ガ チ ャ ー は 、 一 つ の 輪 状 に し て 一 対 の 第 １ の 平 行 溝 に 係
止 さ れ る と と も に 、 第 １ の 中 心 溝 に 挿 通 さ れ た ワ イ ヤ ー の 上 （ 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 の ヘ
ッ ド 部 と は 反 対 側 ） を 横 断 し 、 こ の 横 断 部 分 に よ っ て 、 ワ イ ヤ ー を 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具
の ヘ ッ ド 部 に 向 け て 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 ワ イ ヤ ー を ブ ラ ケ ッ ト 部 に 強 固 に 結 紮 ・ 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 部 に は 、 第 ２ の 中 心 溝 と 一 対 の 第 ２ の 平 行 溝 と が 形 成 さ れ
て い る 。 前 記 第 ２ の 中 心 溝 は 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 の 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方 向 に 対
し て 略 垂 直 方 向 に 延 在 し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と 前 記 ヘ ッ ド 部 と は 反 対 側 と に 開 口 部 を 有 す
る 。 一 対 の 前 記 第 ２ の 平 行 溝 は 、 前 記 第 ２ の 中 心 溝 を 挟 ん で 両 側 に お い て 、 前 記 第 ２ の 中
心 溝 の 延 在 方 向 と 略 平 行 に 延 在 し 、 該 延 在 方 向 の 両 側 と 該 延 在 方 向 及 び 前 記 ね じ 部 の 軸 方
向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 両 側 と に 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 第 ２ の 中 心 溝 は 、 第 １ の 中 心 溝 と 交 差 し 、 好 ま し く は 略 直 角 に 交 差
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の 中 心 溝 及 び 第 １ の 平 行 溝 と 同 様 に 、 第 ２ の 中 心 溝 及 び 第 ２ の
平 行 溝 を 用 い て 、 ワ イ ヤ ー を ブ ラ ケ ッ ト 部 に 強 固 に 結 紮 ・ 固 定 す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 を 植 立 し た 状 態 で 、 複 数 方 向 に ワ イ ヤ ー を 配 置 す る こ と が 可
能 で あ る の で 、
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 は 、 断 面 が 矩 形 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 中 心 溝 に 断 面 矩 形 の 角 ワ イ ヤ ー を 挿 通 し 、 結 紮 ・ 固 定 す る こ と が で き る の で
、 角 ワ イ ヤ ー を 組 み 込 む こ と に よ っ て ３ 次 元 的 な 歯 牙 移 動 を 精 密 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 前 記 第 １ の 中 心 溝 の み な ら ず 、 前 記 第 ２ の 中 心 溝 も 、 断 面 が 矩 形 で あ っ て も よ い
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 は 、 弾 線 を 強 固 に 結 紮 し 固 定 す る こ と が で き 、 取 り 扱 い
も 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ６ ～ 図 ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ） 　 実 施 例 １ の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 で あ る ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー （ bracke
t-screw） １ ７ に つ い て 、 図 ６ ～ 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ６ は 斜 視 図 、 図 ７ は 軸
方 向 か ら 見 た 平 面 図 、 図 ８ は ツ ー ル の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ は 、 ね じ 部 １ ２ と ヘ ッ ド 部 １ ４ と ブ ラ ケ
ッ ト 部 １ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ね じ 部 １ ２ は 、 外 周 面 に 外 ね じ が 形 成 さ れ 、 先 端 １ １ 側 に は 凹 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る
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。 ね じ 部 １ ２ は 、 凹 部 １ ３ で ね じ 山 が 除 去 さ れ た 部 分 の エ ッ ジ に よ っ て ね じ を 切 り な が ら
、 ね じ 込 む こ と が で き る 、 い わ ゆ る セ ル フ タ ッ ピ ン グ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ヘ ッ ド 部 １ ４ は 、 略 六 角 柱 形 状 で あ り 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ の 外 周 面 に は 、 互 い に 平 行 な ３ 対
の 平 面 部 １ ４ ａ が 形 成 さ て い る 。 ヘ ッ ド 部 １ ４ は 、 ね じ 部 １ ２ の 基 端 に ね じ 部 １ ２ の 中 心
軸 と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ は 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ の 上 面 １ ４ ｂ （ ね じ 部 １ ２ と は 反 対 側 の 面 ） に 設 け
ら れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ は 、 図 ２ の 歯 に 接 着 す る ブ ラ ケ ッ ト と 略 同 様 の 形 状 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 す な わ ち 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ に は 、 略 十 字 状 に 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 縦 ・ 横 の そ れ ぞ れ の 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に は 、 図 ３ の 場 合 と 同 様 に 、 ワ イ ヤ ー が 挿 通
さ れ る 。 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の 断 面 の 寸 法 ・ 形 状 は 、 使 用 す る ワ イ ヤ ー の 断 面 の 寸 法 ・
形 状 に 応 じ て 適 宜 に 選 択 す れ ば よ い 。 例 え ば 、 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の 断 面 を 略 矩 形 と し
、 現 在 矯 正 臨 床 で 汎 用 さ れ る 矩 形 断 面 の 角 ワ イ ヤ ー の 縦 幅 と 横 幅 が フ ィ ッ ト す る 形 態 と す
る 。 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 延 在 方 向 の 両 側 と ヘ ッ ド 部 １ ４ と は 反 対 側 と に
開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ で 分 割 さ れ た ４ つ の ブ ラ ケ ッ ト 要 素 １ ６ に は 、 そ れ ぞ れ 、
一 方 の 中 心 溝 １ ８ ａ と は 反 対 側 の 上 面 が 突 出 し 、 ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ １ ７ が 形 成 さ れ て い
る 。 ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ １ ７ の 下 に は 、 平 行 溝 １ ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 平 行 溝 １ ７ ａ は
、 一 方 の 中 心 溝 １ ８ ａ と 略 平 行 に 、 一 方 の 中 心 溝 １ ８ ａ の 両 側 に 延 在 す る 。 平 行 溝 １ ７ ａ
は 、 延 在 方 向 の 両 側 と 延 在 方 向 及 び ね じ 部 １ ４ の 軸 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 両 側 と に 開
口 部 を 有 す る 。 図 ３ と 同 様 に 、 ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ １ ７ に リ ガ チ ャ ー を 係 止 す る こ と に よ
り 、 矯 正 用 弾 線 （ ワ イ ヤ ー ） を 容 易 に 、 か つ 強 固 に 固 定 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 矢 印 ３ ０ で 示 す 軸 方 向 に ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ を 見 る と 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト
部 １ ５ は 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ の 外 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ は 、 図 ８ に 要 部 を 示 し た ツ ー ル ２ ０ を 用 い 、 ツ ー ル ２ ０ の 先
端 に 設 け た ソ ケ ッ ト ２ ２ の 内 穴 ２ ４ に 、 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ の ヘ ッ ド 部 １ ４ を 嵌 め
込 み 、 ツ ー ル ２ ０ を 回 転 す る こ と に よ っ て ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ を 回 転 し 、 ね じ 部 １
２ を 骨 内 に ね じ 込 む 。 こ の と き 、 図 ７ に 示 し た よ う に ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ は ヘ ッ ド 部 １ ４ の
外 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 ツ ー ル ２ ０ の ソ ケ ッ ト ２ ２ を 、 矢 印 ３ ０ で 示 す 軸
方 向 か ら ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ の ヘ ッ ド 部 １ ４ に 嵌 め 込 み 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ が ソ ケ
ッ ト ２ ２ の 内 穴 ２ ４ 内 に 収 納 さ れ 、 ソ ケ ッ ト ２ ２ が ヘ ッ ド 部 １ ４ に 嵌 め 込 ま れ た ま ま 、 ブ
ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ と 中 心 軸 が 一 致 し た 状 態 で ツ ー ル ２ ０ を 回 転 す る こ と に よ っ て 、
一 気 に ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ を ね じ 込 む こ と が で き る 。 ね じ 込 む 際 に 、 ス パ ナ の よ う
に ツ ー ル ２ ０ の 係 脱 を 繰 り 返 す 必 要 が な い の で 、 植 立 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ね じ 部 １ ２ を 骨 内 に 植 立 し た 後 、 図 ３ の 歯 に 接 着 す る ブ ラ ケ ッ ト と 同 様 に 、 ブ ラ ケ ッ ト
部 １ ５ に ワ イ ヤ ー を 結 紮 ・ 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 中 心 溝 １ ８ ａ に ワ イ ヤ ー を 挿 通 し た 後 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ の 周 囲 に リ ガ チ ャ ー
を リ ン グ 状 に 配 置 し て 、 リ ガ チ ャ ー を 、 一 対 の 平 行 溝 １ ７ ａ に そ れ ぞ れ 挿 通 し て ブ ラ ケ ッ
ト ウ ィ ン グ １ ７ に 係 止 す る と と も 、 リ ガ チ ャ ー が 中 心 溝 １ ８ ａ に 挿 通 さ れ た ワ イ ヤ ー の 上
を 横 断 す る よ う に し 、 リ ガ チ ャ ー を ね じ っ て リ ガ チ ャ ー の リ ン グ を 小 さ く し て い き 、 ワ イ
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ヤ ー 上 の リ ガ チ ャ ー が ワ イ ヤ ー を ヘ ッ ド 部 及 び ね じ 部 に 向 け て 押 さ え 付 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 例 ２ ） 　 実 施 例 ２ の 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 で あ る ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ ｘ に
つ い て 、 図 ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 例 ２ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ ｘ は 、 実 施 例 １ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ と 略
同 様 に 構 成 さ れ て い る 。 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に は 同 じ 符 号 を 用 い 、 以 下 で は 相 違 点
を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 実 施 例 ２ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ ｘ は 、 実 施 例 １ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ と 同
様 に 、 ね じ 部 １ ２ と 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ ｘ と 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ ｘ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ヘ ッ ド 部 １ ４ ｘ は 、 実 施 例 １ と 異 な り 、 略 四 角 柱 形 状 で あ り 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ ｘ の 外 周 面
に は 、 互 い に 平 行 な ２ 対 の 平 面 部 １ ４ ｓ が 形 成 さ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ ｘ は 、 ヘ ッ ド 部 １ ４ ｘ の 上 面 １ ４ ｔ に 設 け れ ら 、 実 施 例 １ と 略 同 様 に
、 略 十 字 状 に 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 形 成 さ れ 、 ４ つ に 分 割 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト 要 素 １ ６ に
は 、 そ れ ぞ れ ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ １ ７ が 形 成 さ れ 、 ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ １ ７ の 下 に 一 対 の
平 行 溝 １ ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 実 施 例 １ と 異 な り 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 １ ５ ｘ に は 、 他 方 の 中
心 溝 １ ８ ｂ を 挟 ん で 両 側 の 側 面 に 、 他 方 の 中 心 溝 １ ８ ｂ と 平 行 に 、 一 対 の 第 ２ の 平 行 溝 １
７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ ｘ は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 中 心 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に ワ イ ヤ ー
を 結 紮 ・ 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 第 ２ の 平 行 溝 １ ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る の で 、
他 方 の 中 心 溝 １ ８ ｂ に ワ イ ヤ ー を 挿 通 し た と き も 、 一 方 の 中 心 溝 １ ８ ａ に ワ イ ヤ ー を 挿 通
し た と き と 同 様 に 、 強 固 に 結 紮 ・ 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ま と め ） 　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 実 施 例 １ ， ２ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー １ ０ ， １ ０
ｘ は 、 歯 に 取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト を ミ ニ ス ク リ ュ ー の 上 部 構 造 と し て 採 用 し て い る の
で 、 一 連 の マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト シ ス テ ム 治 療 に 溶 け 込 み や す い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー の 使 用 に よ っ て 、 従 来 通 り の ス ク リ ュ ー 同 様 、 結 紮 線 、 モ ジ
ュ ー ル 及 び コ イ ル ス プ リ ン グ 等 を 架 け る こ と は も と よ り 、 角 ワ イ ヤ ー を 組 み 込 む こ と に よ
っ て 、 ３ 次 元 的 な 歯 牙 移 動 を 精 密 に 行 う こ と の で き る 画 期 的 で オ ー ル マ イ テ ィ ー な 機 能 を
発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 埋 め 込 み 具 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 変
更 を 加 え て 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 ブ ラ ケ ッ ト 部 の 中 心 溝 は 、 １ つ で も 、 ３ つ 以 上 で も よ い 。 ヘ ッ ド 部 は 、 ツ ー ル
を 用 い て 回 転 で き る よ う に 、 ね じ 部 の 中 心 軸 と 平 行 に 延 在 す る 少 な く と も ２ つ の 平 面 部 を
形 成 す れ ば よ い 。 ね じ 部 は 、 セ ル フ タ ッ ピ ン グ 構 造 で な く て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 （ 従 来 例 ）
【 図 ２ 】 歯 に 接 着 す る ブ ラ ケ ッ ト の 説 明 図 で あ る 。 （ 従 来 例 ）
【 図 ３ 】 ブ ラ ケ ッ ト と 弾 線 の 結 紮 の 説 明 図 で あ る 。 （ 従 来 例 ）
【 図 ４ 】 矯 正 歯 科 治 療 に 使 用 す る ミ ニ ス ク リ ュ ー の 説 明 図 で あ る 。 （ 従 来 例 ）
【 図 ５ 】 ヘ ッ ド に 角 溝 が 入 っ た ミ ニ ス ク リ ュ ー の 説 明 図 で あ る 。 （ 従 来 例 ）
【 図 ６ 】 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-111317 A 2007.5.10



【 図 ７ 】 図 ６ の ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー の 平 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ８ 】 ツ ー ル の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ ０ ， １ ０ ｘ 　 ブ ラ ケ ッ ト ス ク リ ュ ー （ 矯 正 歯 科 治 療 用 埋 込 具 ）
　 １ ２ 　 ね じ 部
　 １ ４ ， １ ４ ｘ 　 ヘ ッ ド 部
　 １ ５ ， １ ５ ｘ 　 ブ ラ ケ ッ ト 部
　 １ ６ 　 ブ ラ ケ ッ ト 要 素
　 １ ７ 　 ブ ラ ケ ッ ト ウ ィ ン グ
　 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 平 行 溝
　 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 　 中 心 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(9) JP 2007-111317 A 2007.5.10



フロントページの続き

(72)発明者  部屋本　圭一
            東京都渋谷区渋谷１－７－４　青山小林ビル５階　株式会社プロシード内
Ｆターム(参考) 4C052 AA20  JJ05 
　　　　 　　  4C059 AA10 

(10) JP 2007-111317 A 2007.5.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

